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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和８年１月５日 ０５時００分頃 

発生場所 石川県七
なな

尾
お

市観音
かんのん

埼北北東方沖 

 能登
の と

観音埼灯台から真方位０２３°２.１海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３７°０８.３′ 東経１３７°０４.４′） 

事故の概要  漁船第二海
かい

幸
こう

丸の甲板員は、定置網漁業の操業中、移動用ウインチ

のドラムに指を巻き込まれて負傷した。 

事故調査の経過  令和８年１月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第二海幸丸、１９トン 

ＩＫ２－５８１８（漁船登録番号）、個人所有 

１９.８７ｍ（Lr）×５.４８ｍ×１.６７ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４２３.００ｋＷ、平成１２年５月１４日 

第２４４－２３９７１号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長兼漁労長 ４５歳 

二級小型船舶操縦士 

免許登録日 令和元年５月１７日 

免許証交付日 令和７年９月１日 

（令和１２年８月３１日まで有効） 

甲板員Ａ（インドネシア共和国籍） ２６歳 

 死傷者等 軽傷 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象  本事故発生場所の南西方約１０kmに位置する七尾地域気象観測所の

観測値は、次のとおりであった。 

時刻 降水量(mm) 
風向・風速(m/s) 

平均 風向 最大瞬間 風向 

03:30 0.0 0.8 南南東 1.5 南東 

03:40 0.5 0.4 東南東 1.4 南南東 

03:50 0.0 0.9 南東 1.6 南 

04:00 0.0 1.8 南 3.4 南南東 
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04:10 0.5 1.4 南 2.8 南 

04:20 0.0 1.2 南 2.6 南 

04:30 0.5 2.1 南南西 4.7 南 

04:40 1.0 3.5 南南西 6.8 南西 

04:50 1.0 2.3 南南西 3.9 南西 

05:00 0.5 1.0 南 2.2 南 

海象：風浪 波向南、波高約０.８ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

 事故の経過 (1) 本船の定置網漁の状況 

本船は、船長兼漁労長（以下「船長」という。）及び甲板員Ａほ

か１０人（日本国籍８人、インドネシア共和国籍２人）が乗り組

み、機関付小型船１隻と共に、観音埼南東方沖の定置網（定第 

５５号）、同埼北東方沖の定置網（定第５０号、以下「本件定置

網」という。）の順に漁獲物を積み込む作業を行う目的で、令和８

年１月５日０３時００分頃、七尾市七尾港鹿
か

渡
ど

島
しま

地区の係留地

（以下「鹿渡島漁港」という。）を出航した。 

本船は、０４時３０分頃、本件定置網に到着し、落とし網（漁

獲物が入り込んだ網）から漁獲物を積み込む作業を開始した。 

本船は、魚が集まる落とし網の南端に船首を東方に向けて停止

し、前後部甲板にそれぞれ設置したウインチのドラム（以下「本

件ドラム」という。）に、落とし網の北端からのロープ（以下「本

件ロープ」という。）２本をそれぞれ巻き付けていた。また、機関

付小型船が落とし網の北端に船首を西方に向けて停止し、落とし

網の枠綱に係留されていた。（図１参照） 
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図１ 本件定置網への配置状況 

 

その後、乗組員は、本件ドラムで本件ロープを巻いて本船と機

関付小型船との距離を近づけながら、船体左舷側に５基設置した

キャッチローラー（以下「本件ローラー」という。）を使って落と

し網を手繰り上げて、かかった魚を落とし網の北側に集め、魚を

すくい上げて本船の魚倉内に積み込む作業を繰り返していた。 

落とし網の北側に魚が集まると重みで沈んだ同網が海面下まで

下がって魚が逃げ出すので、機関付小型船の乗組員は、落とし網

の北端部を持ち上げ、魚が逃げないように作業をしていた。 

(2) 本事故発生時の人員配置状況 

   乗組員は、前後部の本件ドラムの操作にそれぞれ１人ずつ計２

人、本件ローラー５基にそれぞれ１人ずつ計５人、及び本件ロー

ラー作業の補助にそれぞれ１人ずつ計５人配置されていた。 

船長は、左舷船首から２番目の本件ローラー付近で操業指揮の

ほか、本件ローラーを操作して落とし網を手繰る作業を行うとと

もに、前後部の本件ドラムでの本件ロープ巻取りと本件ローラー

が落とし網を手繰る速度の調整を行っていた。 

甲板員Ａは、左舷後部側に設置された本件ドラムの操作レバー

を操作し、左舷前部側に設置された本件ドラムを操作している別

の甲板員と手信号で合図を取りながら、本件ロープの巻取り及び

本船 

機関付小型船 

落とし網 

北側 

南側 

本件ロープ 
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停止を繰り返して、本船を落とし網の北方に移動させていた。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

                          

               

                             

                               

                            

            

 

図２ 本事故発生時の人員配置状況 

 

(3) 本事故発生時の状況 

甲板員Ａは、左手で本件ロープを引きながら右手で本件ドラム

を操作していたところ、０５時００分頃、着用していた合羽の左

手の袖が本件ロープと本件ドラムとの間に挟まり、左手が本件ド

ラムに巻き込まれ、叫び声を上げた。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本事故発生時の状況（再現） 

 

本船の一番船尾側の本件ローラー付近で作業をしていた別の甲

板員は、甲板員Ａの叫び声を聞いて船尾方を見たところ、甲板員

Ａが本件ドラムに巻き込まれていたので、直ちに操作レバーを操

作して本件ドラムを停止させ、ナイフで本件ロープを切断した。 

船長は、甲板員Ａのけがの状況を確認した後、携帯電話で  
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１１９番通報を行い、救急車を要請するとともに、操業を中止し

て鹿渡島漁港に向け帰航の途についた。 

海上保安庁へは、消防から通報された。 

甲板員Ａは、救急車によって病院に搬送され、左示指基節骨骨

折及び左母指切創と診断された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真３ 後部甲板上の状況 参照） 

 その他の事項 定置網漁業は、沿岸の海中に網を固定し、ぶり、たら、まぐろ、あ

じ、さば、いわしなどの回遊性の魚を待ち受けて獲
と

る漁法である。 

(1) 甲板員Ａの経歴 

甲板員Ａは、本船に令和７年４月から乗船していた。 

甲板員Ａは、定置網漁業の経験が約８か月あり、一通りの作業

を経験した後、約３か月前からウインチの操作を任されていた。 

甲板員Ａは、本船に乗船する前は、他県でほたて養殖漁業に約

１年及びかつお１本釣り漁業に約３年従事しており、特定技能１

号を取得していたが、この間に自らが危険と感じた状況に遭遇し

たことはなかった。 

(2)  特定技能取得制度 

特定技能１号は、人手不足の分野で即戦力となる外国人を最長

５年間受け入れる在留資格で、技能実習２号を終了するか、特定

技能評価試験と日本語試験に合格することで取得可能である。 

技能実習１号は、入国１年目の外国人が実習計画に基づき基礎

的な技術・知識を習得する資格で、１年間の滞在が可能であり、

前半は講習、後半は企業での実務を行う。 

技能実習２号は、１年目の技能実習１号で習得した技術を２、

３年目で更に習熟させるための在留資格（最長２年間）であり、

技能検定基礎級又は技能実習評価試験初級に合格することで取得

可能である。 

(3) 本船における乗組員に対する教育 

本船では、作業手順書を策定しておらず、安全管理は船長が指

揮を執りながら一通りの役割全てについて現場で教える方法を 

採っていた。特に外国人に対しては、日本語の作業手順書があっ

ても役に立たないと考えられていた。 

船長は、今まで乗組員の衣服が巻き込まれて事故になった経験

がなく、袖口を絞る等、巻き込まれにくい衣服の着用等の教育は

行っていなかった。 

甲板員Ａは、特定技能１号を取得しており、本船におけるあら

ゆる業務を無難にこなしており、特別な指導は行われていなかっ

た。 

船長は、各機材の操作要領について、現場で指導を行ってお

り、今まで機器の操作の不手際による事故は発生していなかっ



- 6 - 

た。 

船長は、甲板員Ａが操作していた本件ドラムの操作要領につい

て、巻き取るロープを右手で持ち、左手で操作レバーを操作する

ように指導していたが、甲板員Ａが左利きであることを知らず、

無意識に左手で本件ロープを持つ可能性について考慮していな 

かった。 

船長は、落とし網を手繰る自身の作業に集中しており、甲板員

Ａが左手で本件ロープを引いていることに気付かなかった。  

(4) 本件ドラムの安全構造の状況 

本件ドラムの操作レバーは、左手が巻き込まれた場合には届か

ない位置にあった。また、危急停止スイッチはウインチ本体中央

部の右舷側にあり、通常の操作状況でも届かない位置にあった。 

（写真２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ウインチの装備状況 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 甲板員Ａの安全意識 

甲板員Ａは、本船乗船前に約３年の乗船経験があり、この間に

自らが危険と感じた状況に遭遇したことがなかったことから、本

件ドラムの操作に際し、安全に配慮せず、袖口が広がった服装で

作業を行い、巻き込まれやすい状態のまま無意識に左手で本件 

ロープを握ったものと考えられる。 

(2) 船長による安全管理 

船長は、本船では、今まで乗組員が衣服を巻き込まれて事故に

船尾方 

本件ドラム 

操作レバー 

危急停止スイッチ 

船首方 
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なった経験がなかったことから、袖口を絞る等、巻き込まれにく

い服装の着用の教育は行っていなかったものと考えられる。 

船長は、自分の作業に集中していたことから、甲板員Ａが左手

で本件ロープを持っていたことに気付かなかったものと考えられ

る。 

(3) 本件ドラムの構造 

本件ドラムの危急停止スイッチはウインチ本体中央部の右舷側

にあり、通常の操作状況でも届かない位置にあったことから、甲

板員Ａが本件ドラムに巻き込まれた時、本件ドラムを直ちに停止

できなかったものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、甲板員Ａは、本件ドラムと本件ロープの間に左

腕を巻き込まれ、左手指を負傷したものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が観音埼北東方沖において操業中、甲板員Ａが、本

件ロープを本件ドラムに巻く作業を袖口が広がった服装で行ったた

め、左手で本件ロープを引いた際、左腕を本件ドラムに巻き込まれた

ことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・乗組員は、ウインチ等回転部の近くで作業を行う場合は、着衣の

袖等が回転部に巻き込まれないよう、袖口をあらかじめ絞るこ

と。 

 ・船長は、ウインチ等回転部において着衣等を挟む危険性やその防

止法について、定期的に指導するとともに、作業現場で不安全行

動を見た場合には直ちに是正させること。 

 ・船長は、作業員に対し、ウインチ等の危急停止スイッチを速やか

に操作できるよう、操作方法や適切な作業位置について指導する

こと。 

・船舶所有者は、ウインチ等の駆動している機器の危急停止スイッ

チ等を操作しやすい位置に設置すること。 

・船長は、事故が発生した場合、速やかに海上保安庁に事故発生を

通報すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県 

富山県 

新潟県 

事故発生場所 

（令和８年１月５日 

０５時００分頃発生） 

本件定置網 

能登観音埼灯台 
鹿渡島漁港 

七尾市 

七尾港 
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写真３ 後部甲板上の状況 
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本件ドラム 


